


■日時：
　平成 29 年 7 月 29 日（土）
　開場：13:30　シンポジウム：14:00 ～ 17:00
　※会場では会員企業の製品を紹介する「ポスターセッション」を開催しています。
（展示：13:30 ～ 17:00、解説：13:30 ～ 14:00、15:10 ～ 15:40）

　※シンポジウム終了後、懇親会（有料）を予定しています。

■会場：
　〒101-8308　東京都千代田区神田駿河台 1-8-14
　日本大学理工学部　駿河台キャンパス　１号館 3 階　131 教室

■参加費：
　シンポジウム：一般 1,000 円　会員 500 円　学生 無料
　懇親会：4,000 円

■主催：
　一般社団法人 パブリックデザインコンソーシアム
■後援：
都市環境デザイン会議、特定非営利活動法人 景観デザイン支援機構、一般社
団法人 ランドスケープアーキテクト連盟、公益社団法人 土木学会 景観・
デザイン委員会

■お問い合わせ：
　一般社団法人パブリックデザインコンソーシアム　事務局　
　tel:03-6807-8611　e-mail:info@pdc-j.org

これまでに PDC では、公共空間のオープン化による地域経済の影響に着目し、道路や河川、公園における先進事例を題材に様々な視
点から意見交換を行ってきました。全国各地で様々な公共空間の利活用が進む中、特に水辺空間においては、平成 23 年３月の河川敷
地占用許可準則の改正により、営業活動を行う民間事業者等による河川敷地の活用が可能となりました。また、平成 28 年５月には、
民間事業者等による占用許可期間の改正も行われました。このことにより、民間事業者等は中長期的な事業の見通しが立てられ、安定
的な営業活動を行うことができるようになり、水辺の賑わいづくりが一層進むことが期待されているところです。本シンポジウムでは、
国土交通省で水辺の魅力を向上する様々な企画に従事している福田勝之氏を招き、「水辺を使いこなす」をテーマにご講演頂くとともに、
パネルディスカッションを通じて多様な視点から今後の水辺の可能性について考えたいと思います。

参加申込み方法
一般社団法人パブリックデザインコンソーシアムのホームページにある「PDC 夏季シン
ポジウム申し込みフォーム」からお申し込みください。

※本シンポジウムは、「都市計画 CPD」の認定プログラム（３単位）です。

http://www.pdc-j.org

2006 年国土交通省入省。本省勤務の他、中部地方、北海道地方の
国道や河川の整備・管理に携わる。主に携わった取組は、高性能レー
ダ雨量計ネットワーク（XRAIN）の整備や洪水予測の精度向上等の
災害対応力の強化、工事の監督・検査体制の充実等。
2017年6月より河川環境課に異動し、「ミズベリングプロジェクト」
や「かわまちづくり」等の水辺の魅力向上に関する企画を担当。
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シンポジウム会場案内図

国土交通省  水管理・国土保全局
河川環境課  課長補佐
1983 年 大阪府生まれ

Katsuyuki Fukuda

ゲストプロフィール

福田  勝之

開催概要

■基調講演
　「水辺を使いこなす」
　福田 勝之　国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 課長補佐

■パネルディスカッション
　パネリスト｜
　 福田 勝之　国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 課長補佐
　 天野 光一　PDC 理事長、日本大学理工学部まちづくり工学科 教授
　 伊 藤　登　PDC 会員、株式会社プランニングネットワーク 代表取締役
　コーディネーター｜
　 岡田 一天　PDC 会員、 株式会社プランニングネットワーク　顧問

■タイムスケジュール：
　13 :30 ～ 14 :00　開場（ポスターセッション開催）
　14 :00 ～ 14 :05　開会、主催者挨拶
　14 :05 ～ 15 :10　講演
　15 :10 ～ 15 :40　休憩（ポスターセッション開催）
　15 :40 ～ 16 :50　パネルディスカッション
　16 :50 ～ 17 :00　閉会
　17 :30　　　　　 懇親会

プログラム
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